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令和３年度 小諸市 学校再編計画 成果報告書概要

背景・課題整理（学校）
本市は小学校６校、中学校２校の公立学校を設置しており、小学校

施設の多くが建築後50年を経過し老朽化が進んでいる。また、人口減
少、少子化により児童生徒数の減少も進み、長期的な視野に立った施
設の改築、再編が急務となっている。平成31年３月に「小諸市学校教
育審議会」を設置し、「望ましい学習環境」に主眼を置き、児童生徒
一人一人の学びを支えるための施設の在り方を検討してきた。

課題整理（公共施設全体）

検討の方向性・検討結果
本計画では、審議会の答申に基づく「中学校区を基本とした小中一貫教育」「望ましい学習環境」を具体化するために、学校施設と他の公共施設との
複合化、民間施設の活用による施設規模の最適化を視野に入れ、個別の学校施設の基本計画まで盛り込んだ学校再編計画の策定を行った。

本市の公共施設は、総合管理計画を策定した平成26年に比べ、令和
3年では総量が約4万㎡、市民一人当たりでも1.2㎡増加している。ま
た、公共施設の老朽化も進行してきており、見直しが必要になってい
る。人口減少が進む中で社会環境の変化や地域特性に応じた適正な公
共サービスの提供が重要となっている。

• 学校施設の状況・課題、公共施
設の状況・課題を教育委員、市
議会議員、施設管理担当者向け
に説明会を実施

• 教育委員会と市長部局が一体と
なって取り組む意味、必要性を
説明

公共施設マネジメント研修会
（令和３年１２月）

第１回協議会
（令和４年１月）

第２回協議会
（令和４年２月）

第３回協議会
（令和４年３月）

• 児童生徒の詳細な将来推計を実
施し、今後優先すべき学校区及
び検討の方向性を検討

• 方針に基づく、望ましい学習環境
の見える化（再編の目的の共有）

• 現状を今後も維持した場合の課題
の明確化

• 再編までに対応できることの明確
化

• 芦原中学校区の再編案として、現
状・計画案①・②の選択肢を提示

• 計画案①・②の条件整理及びゾー
ニング案の提示

• 施設面、人件費等含めた横断的な
コストの比較及び効果の明確化

H26年 R３年 R10年

17.5万㎡

21.6万㎡

17.4万㎡

4.1㎡/人

5.3㎡/人

4.2㎡/人

【総合管理計画策定時】 【現在】 【現在の削減計画】
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詳細な将来推計

文部科学省委託事業 新しい時代の学びの環境整備先導的開発事業
令和３年度 小諸市 学校再編計画 成果報告書概要

計画案②[小中・施設一体型]のゾーニング案
以下のような手順で、児童生徒推計からタイミングを含めた再

編計画案を提示し、それぞれゾーニングの検討を行った。

１．詳細な児童生徒推計
• まず、今後の学級数の変遷、教職員の人数の変化を明確にした。
• 「望ましい学校の規模」を可能な限り長く維持するために、中

学校区ごとの再編を計画した。
• どのタイミングで学校が適正規模を下回るのかが明確になるた

め、「いつまでに再編」すべきかを明らかにした。

２．コスト分析
次に、学校規模を把握し、児童推計、コスト分析により、「現

状維持」、施設分離型の「計画案①」、施設一体型の「計画案
②」を提示し、それぞれのコスト比較を実施した。

３．複数の再編計画案を提示
それぞれに、新しい学びを実現するためのゾーニングを計画。

検討案のうち、計画案②について、以下のようにゾーニングを計画した。

児童生徒推計の表（表中ではR22年度まで数値を記載しており、中央の薄桃色
のR13までの再編が求められるというシミュレーションとなった。）

地域交流
ゾーン

• 保護者とボランティア、子ども、お年寄り等、様々な人が集い、交流できる「地域連携協働スペース」。
• 専用の出入り口を設け、平日でも利用可能な空間。

交流機能
（ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ）

• 学校の中心である南棟２階に図書室とPC室などを融合させたメディアセンターを設置。
• 交流スペースで高学年の子どもが低学年の子どもに読み聞かせを行う。

小中連携 • 多目的室では合同で児童会・生徒会を実施。

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱによる
様々なサポート

• 放課後に空き教室等を利用して、地域ボランティアが子どもの学習をサポートする。

学年を超えた
つながり

• 学習室は少人数学習のほか、中学生の出張授業やボランティアの放課後教室にも活用。

多目的室 • 多目的教室を活用して、さまざまなアクティビティを実施。

特別教室での
展開

• 特別教室では中学校専科教員による授業も実施して、中学校の授業をイメージしやすくなる。

小中教職員の
交流

• 職員室内にカリキュラムマネジメントを話し合う打合せスペースを整備。

児童生徒数 484人（小） 297人（中）
普通学級数 18 （小） 12 （中）
特別支援学級数 4 （小） 3 （中）

※令和13年想定値

校舎階数 ３階建て

校舎面積 14,046㎡

屋内運動場面積 3,263㎡

（参考）施設規模
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